
　地球温暖化の進行や生物多様性の喪失といっ
た地球規模の環境問題は、本県においても速や
かに対応すべき課題であります。私たちの身近
にも、自動車交通の集中による大気汚染、ごみ
の不法投棄、市街地内における土壌汚染など、
県民生活の安全・安心を脅かす課題が依然とし
て残されています。
　また、人口減少・超高齢社会の到来やグロー
バル化の一層の進展など、社会経済の動向が大
きく変化する一方で、環境に配慮した暮らしに
人々の関心がますます集まるとともに、企業の
社会的責任の観点から環境問題に積極的に取り
組む事業者が増えるなど、環境に対する社会の
考え方にも大きな変化が見られます。
　更に、「自然の叡智」をテーマに２００５年に開催
された愛知万博は、この地域の活力を大きく飛
躍させる契機となったと同時に、持続可能な社
会のモデルケースを世界に示しました。
　こうした状況を踏まえ、環境政策の更なる展
開を図るために、平成２０年３月に「第３次愛知
県環境基本計画」を策定しました。

　この計画では、目指す数値目標の達成状況、
各種環境関係統計の推移、施策の進捗状況等を
確認しながら必要な改善を行うPDCAサイクル
によって、適切な進行管理を行うこととしてお
り、毎年度発行する「環境白書」において計画
の進捗状況等を提示することとしています。
　ここでは、平成２１年度における目指す数値目
標の進捗状況や主な成果について、「脱温暖化」
「資源循環」「自然共生」「安全・安心」「参加・
協働」の５つの柱ごとに紹介します。　 
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第１２章　第３次愛知県環境基本計画の進捗状況（平成２１年度）



●平成２１年度の主な成果
・　電気自動車（EV）やプラグインハイブリッ
ド自動車（PHV）の本格的な普及に向け、電
力会社、自動車会社、市町村等とともに「EV・
PHVタウン」モデル事業を推進する「あいち
EV・PHV普及ネットワーク」を設立して、率
先導入や普及啓発等の実証実験を実施し、
「愛知県EV・PHVタウン推進マスタープラ
ン」を策定しました。（環境部）
・　県民の皆さんに、クルマと公共交通、自転
車、徒歩などをかしこく使い分ける「エコ　モ
ビリティ　ライフ」　を意識し、実践していた
だくきっかけとして、毎月第１水曜日を「あ
いちエコモビリティライフの日」（エコモビの
日）と定めました。（地域振興部）

・　総額８億５，６００万円で創設した「グリーン
ニューディール基金」を活用して、省エネ化
や再生可能エネルギー導入を地域のシンボル
的施設に集中的に行ったほか、中小事業所で
の導入を支援するなど、地球温暖化対策関係
事業を実施しました（平成２３年度まで３か年
で実施）。（環境部）　 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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●目指す数値目標の進捗状況

　第１　温室効果ガスの排出を抑制し、濃度を安定化させる愛知づくり（脱温暖化）

県が導入したプラグインハイブリッド自動車（PHV）



●平成２１年度の主な成果
・　家畜排せつ物堆肥もしくはメタン発酵残さ
を施用した耕作放棄地から作物を収穫して、
食品加工残さと共に発酵させ、バイオエタ
ノール燃料と家畜飼料を製造し、それらを地
域に供給する畜産バイオマスの地域内循環を
目指す事業の具体化に向けた実証を行いまし
た。（環境部、農林水産部）
・　「あいち菜の花資源循環促進協議会」及び地
域協議会の開催、栽培技術の研究など、菜の
花エコプロジェクトを推進するとともに、
「全国菜の花サミット」（田原市で開催）にお
いて、本県の取組を情報発信しました。
　（農林水産部）
・　下水汚泥を石炭代替燃料として利活用する
ため、衣浦東部浄化センターにおいて汚泥燃
料化施設の建設に着手しました。（建設部）
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●目指す数値目標の進捗状況

　第２　資源の循環による環境負荷の少ない愛知づくり（資源循環）

畜産バイオマスの地域内循環推進に
向けた事業のイメージ



●平成２１年度の主な成果
・　「あいち自然環境保全戦略」（平成２１年３月
策定）の取組の柱の一つである生態系ネット
ワークの形成を推進するため、どこに、どの
ような生きものが生きているのか、その可能
性を示したポテンシャルマップを作成しまし
た。また、地域の生態系に著しく悪影響を及
ぼすおそれのある「移入種」について、対象
となる移入種の検討、公表を行いました。
　（環境部）
・　県民の参加により、水田魚道の設置や観察
会、谷津田の再生、アマモなど海の植林を実
施するなど、里地里山里海における生物多様
性の保全に取り組みました。（農林水産部）

・　「山から街まで緑豊かな愛知」の実現を目指
し、平成２１年度から導入された「あいち森と
緑づくり税」を活用して「森林」「里山林」

「都市の緑」をバランスよく整備・保全する
「あいち森と緑づくり事業」を開始しました。
　（環境部、農林水産部、建設部）　 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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アマモ苗移植活動

●目指す数値目標の進捗状況

　第３　自然との共生を次の世代に継承する愛知づくり（自然共生）



●平成２１年度の主な成果
・　土壌及び地下水の汚染の防止に関する規制
を見直すため「県民の生活環境の保全等に関
する条例」の一部を改正し、特定有害物質等

を取り扱っていた事業所の廃止時における土
壌・地下水汚染等の調査の義務化などを規定
しました。（環境部）
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●目指す数値目標の進捗状況

　第４　公害のない安全で安心できる愛知づくり（安全・安心）



●平成２１年度の主な成果
・　県や名古屋市、地元経済界、国等で構成す
る「生物多様性条約第１０回締約国会議支援実
行委員会」において、会議支援等の実施詳細
計画を策定しました。また、関連会議のプレ
会議や１年前行事、生物多様性キャラバンセ
ミナーを開催するなど、COP１０の開催に向け
て機運を盛り上げました。（環境部）
・　平成２０年に締結した中国江蘇省との経済交
流に関する合意文書に基づき、環境保全に関

する知識・技能を有する民間技術者の派遣に
より国際環境協力を推進するとともに、環境
ビジネスに関心のある県内環境関連企業団を
派遣し、江蘇省の現地企業とのビジネス交流
を促進しました。（環境部、産業労働部）
・　環境分野の社会貢献活動を行いたい企業と、
企業と協力して環境活動を行いたい民間団体
等の協働を促進するため、企業・NPO向けの
協働型環境活動セミナーを開催しました。
　（環境部）

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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●目指す数値目標の進捗状況

　第５　地球と地域を視野に入れた参加・協働の進む愛知づくり（参加・協働）

COP１０開催１年前記念行事
（生物多様性フォーラム）

中国江蘇省への民間技術者派遣


